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沢
小
学
校
）
に
お
い
て
、
９

月
23
日
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
田
沢
地
区
11
名
、
生
保
内

地
区
５
名
の
方
々
に
取
材
し

た.

　

取
材
の
た
め　

一
、
田
沢
湖
病
院

の
診
療
所
化
に
つ

い
て
、
新
聞
や
マ

ス
コ
ミ
が
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
る

こ
と
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い

る
か
。
二
、
救
急

病
院
に
対
す
る
考

え
方
。
三
、
経
営

改
善
に
つ
い
て
。

　

特
別
企
画
に
よ
り
、
沢
田

委
員
長
を
始
め
、
高
久
、
浦

山
、田
口
（
喜
）
の
４
名
で
、

田
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
田

　

９
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
に
、
田
沢
湖
病
院
の
診
療
所

化
に
関
す
る
質
問
が
４
議
員
か
ら
、
秋
田
内
陸
線
存
続
に
関

す
る
質
問
が
、
地
元
議
員
一
人
か
ら
出
さ
れ
た
。

　

特
に
田
沢
湖
病
院
の
診
療
所
化
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民

の
関
心
も
高
く
議
会
傍
聴
者
数
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多
か
っ

た
。

　

議
会
広
報
委
員
会
は
２
つ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
２
班

編
成
で
地
域
に
取
材
に
訪
れ
、
地
元
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
、

議
会
審
議
に
反
映
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
。

四
、
ど
の
よ
う
な
地
域
医
療

を
望
ん
で
い
る
か
。
以
上
４

点
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ

る
。

　

現
在
ま
で
当
局
が
示
し
て

い
る
方
向
性
、
議
会
で
の
質

疑
の
経
過
を
述
べ
参
加
者
の

思
い
を
発
言
し
て
も
ら
っ

た
。

も
う
一
度
住
民
参
加
で
協
議

す
べ
き

★
Ｈ
18
年
度
か
ら
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
ど

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
か
。
Ｈ
19
年
度
に

は
市
民
へ
内
容
の
報
告
が

あ
っ
た
の
か
。
年
々
老
人
が

増
え
老
人
が
老
人
を
介
護
す

る
時
代
に
な
り
我
々
が
病
院

を
追
い
出
さ
れ
た
ら
ど
こ
へ

行
け
ば
い
い
の
か
。

　

総
務
省
に
言
わ

れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、「
う
の
み
」
に

し
て
進
め
て
い
い

の
か
。

　

入
院
ベ
ッ
ト
が

空
い
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
診
療
所

で
い
い
の
か
。
命

を
守
る
こ
と
が
行

政
の
責
任
だ
。

★
住
民
の
意
見
も

聞
か
ず
、
協
議
し

て
い
る
内
容
も
わ
か
ら
ず
、

議
会
か
ら
の
説
明
も
な
く
、

「
や
み
く
も
」
に
や
っ
て
い

る
話
だ
。
も
う
一
度
住
民
参

加
で
協
議
す
べ
き
だ
。

★
救
急
が
無
く
な
る
こ
と

で
、
観
光
客
、
修
学
旅
行
が

減
少
す
る
地
域
産
業
へ
の
影

響
も
大
き
い
。
玉
川
温
泉
に

は
病
い
の
方
が
多
く
多
額
費

用
を
か
け
て
来
て
い
る
。
救

急
時
は
、
角
館
、
大
曲
、
盛

岡
と
遠
方
な
の
で
大
変
な
思

い
で
い
る
。
田
沢
湖
で
の
救

急
再
開
を
早
期
に
望
む
。

★
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、

田
沢
湖
病
院
を
利
用
し
皆
さ

ん
で
支
え
る
こ
と
、
経
費
削

減
に
努
め
る
こ
と
。

★
市
の
無
駄
を
省
き
、
医
療

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

９
月
22
日
７
時
30
分
秋
田

内
陸
線
角
館
駅
に
取
材
班
５

人
が
集
ま
る
。
角
館
駅
着
７

時
38
分
の
列
車
で
、
高
校
生

や
通
勤
客
そ
し
て
病
院
通
い

と
思
わ
れ
る
人
た
ち
が
列
車

か
ら
下
り
た
。
上
桧
木
内

か
ら
の
通
勤
客
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
。「
自
宅
は

内
陸
線
の
駅
か
ら
１
・
５
キ

ロ
の
道
の
り
が
あ
り
、
高
校

生
の
子
ど
も
に
は
列
車
時
刻

の
関
係
か
ら
進
め
て
い
な

い
」。

「
列
車
の
時
刻
に
も
っ
と
工

夫
し
て
欲
し
い
こ
と
と
定
期

券
は
６
ヶ
月
で
10
万
円
。
１

日
券
は
１
５
０
０
円
と
料
金

に
も
不
満
が
あ
る
」。

「
正
直
言
っ
て
自
家
用
車
で

の
通
勤
が
最
も
便
利
だ
が
、

仕
方
な
く
内
陸
線
を
利
用
し

て
い
る
」。

　

駅
前
観
光
蔵
や
ス
タ
シ
オ

ン
を
内
陸
線
の
営
業
拠
点
と

し
た
ら
ど
う
か
、
と
質
問
し

た
。

「
内
陸
線
と
観
光
課
が
陣

「
田
沢
湖
病
院
問
題
」
と

「
内
陸
線
存
・
廃
問
題
」
を
地
域
住
民
と
語
る
！

市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
を
訪
ね
て

列
車
時
刻
な
ど
不
便
だ
が
、
仕
方
な
く
乗
車
！

病院問題の取材（田沢交流センター）

命
が
大
切
、
ハ
ー
ト
（
心
）

で
助
け
て

★
角
館
病
院
と
田
沢
湖
病
院

の
医
師
連
携
に
よ
り
田
沢
湖

病
院
の
救
急
を
再
開
し
て
欲

し
い
。
私
は
子
ど
も
と
孫
を

交
通
事
故
で
亡
く
し
ま
し

た
、
も
う
５
分
早
か
っ
た
ら

助
か
っ
て
い
た
命
と
思
う
。

　

自
分
の
子
供
を
交
通
事
故

で
亡
く
し
て
か
ら
気
づ
い
て

も
遅
い
。
ハ
ー
ト
（
心
）
で

助
け
て
。

★
田
沢
診
療
所
は
週
一
回
だ

け
。
大
き
く
体
調
を
崩
す
前

に
血
圧
測
定
な
ど
常
勤
の
看

護
師
に
よ
る
健
康
相
談
は
で

き
な
い
か
。
予
防
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。
な
ど
多
く
の

意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
別
企
画
は
、
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
こ
と
を
感
謝

す
る
。

どうする市立田沢湖病院

内陸線車内での湯沢の女性にインタビュー
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ク
リ
オ
ン
、
診
療
所
、
河
川

敷
公
園
を
活
か
す
新
駅
を
！

　

西
明
寺
駅
で
下
車
し
、
浅

利
議
員
と
合
流
す
る
。
ぜ
ひ

と
も
欲
し
い
新
駅
設
置
の
場

所
へ
い
っ
て
み
る
。

　

河
川
敷
公
園
を
再
整
備
す

る
。
ク
リ
オ
ン
隣
接
地
に
温

水
プ
ー
ル
を
つ
く
り
、
西
明

寺
診
療
所
の
リ
ハ
ビ
リ
と
子

ど
も
や
大
人
の
健
康
づ
く
り

に
活
か
す
。
ま
た
に
し
き
園

の
職
員
や
入
所
家
族
の
利
用

な
ど
簡
易
的
な
新
駅
を
設
置

し
、「
お
客
を
呼
ぶ
」
と
い

う
取
材
班
の
考
え
は
一
致
し

た
。

　

次
に
西
明
寺
診
療
所
を
訪

問
し
、
患
者
さ
ん
に
内
陸
線

の
利
用
状
況
を
聞
く
が
、
大

半
は
自
家
用
車
と
バ
ス
だ
っ

た
。

「
駅
が
近
く
に
な
っ
た
ら
利

用
す
る
と
思
う
」、「
仙
北
組

合
病
院
に
行
く
と
き
は
、
内

陸
線
を
利
用
し
て
い
る
」
と

い
う
お
客
さ
ん
も
い
た
。

　

松
葉
ま
で
車
で
移
動
し
、

松
葉
周
辺
で
取
材
す
る
が
、

「
こ
の
地
域
で
は
内
陸
線
の

利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
列

車
の
時
刻
、
駅
ま
で
の
距
離

な
ど
不
便
さ
が
多
す
ぎ
る
」。

「
角
館
の
お
祭
り
や
花
見
な

ど
お
酒
を
飲
む
機
会
で
も
時

間
的
関
係
で
利
用
し
な
い
」。

「
列
車
時
刻
に
つ
い
て
、
特

に
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
、
も
っ

と
柔
軟
な
対
応
が
で
き
な
い

か
」と
言
う
意
見
が
あ
っ
た
。

取
材
班
は
松
葉
駅
周
辺
を
整

備
す
べ
き
と
感
じ
た
。

「
清
流
苑
へ
の
直
結
道
路
」、

「
桧
木
内
川
で
の
川
遊
び
」、

「
減
反
地
を
お
花
畑
」に
、「
桜

の
名
所
づ
く
り
」
等
お
客
が

途
中
下
車
す
る
魅
力
づ
く
り

に
取
組
む
べ
き
だ
。

車
内
案
内
も
な
く
不
便
な
内

陸
線
！

　

松
葉
か
ら
再
び
内
陸
線
に

　

秋
田
内
陸
線
の
存
続
か
廃

止
か
、
と
い
う
問
い
か
け
は

知
事
発
言
か
ら
始
ま
っ
た
。

乗
客
数
が
当
初
の
１
０
０
万

か
ら
40
万
人
台
ま
で
落
ち
込

ん
だ
理
由
は
、
世
の
中
が
車

社
会
に
一
変
し
た
こ
と
に
あ

る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
が
再
生

に
係
る
責
任
を
も
っ
た
と
し

て
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
責

任
を
果
た
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
多
大
な
財
政
負
担

を
し
、
再
生
計
画
に
あ
た
っ

て
も
、
い
ず
れ
、
内
陸
線
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
時
が
訪
れ

る
。
仙
北
市
と
し
て
は
将
来

を
見
通
し
て
、
早
い
機
会
に

新
た
な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム

に
切
り
替
え
を
図
る
政
治
決

断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

田
沢
湖
病
院
の
診
療
所
化

が
大
き
な
地
域
問
題
と
な
っ

た
。
署
名
を
添
付
し
た
陳
情

書
が
９
月
議
会
に
出
さ
れ

た
、

　

医
師
不
足
は
仙
北
市
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
田

沢
湖
病
院
の
経
営
に
と
っ
て

は
致
命
傷
で
あ
り
、
深
刻
な

問
題
だ
。
医
師
不
足
は
患
者

の
減
少
に
、
そ
し
て
病
床
利

用
率
に
直
結
す
る
か
ら
だ
。

　

国
は
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

に
、病
床
利
用
率
を
上
げ
た
。

　

患
者
が
減
る
と
病
院
経
営

は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
状

態
か
ら
抜
け
出
す
基
本
は
、

患
者
と
病
院
の
信
頼
関
係
に

あ
る
。
先
ず
は
病
院
経
営
に

関
す
る
責
任
と
反
省
が
必
要

だ
。

取
っ
て
、
相
乗
効
果
が
出
る

よ
う
に
利
用
す
べ
き
だ
」。

角
館
駅
８
時
53
分
発
の
列
車

に
乗
り
込
む
。
乗
車
人
員
は

我
々
を
入
れ
16
人
ほ
ど
。

「
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

し
た
。
ホ
テ
ル
で
秋
田
内
陸

線
の
テ
レ
ビ
を
偶
然
み
た
。

一
両
列
車
が
野
山
を
走
る
姿

を
見
て
、
な
ん
か
乗
っ
て
み

た
く
な
っ
た
」
と
い
う
東
京

の
人
に
話
し
か
け
て
み
た
。

「
上
手
に
都
会
で
宣
伝
す
べ

き
だ
。
き
っ
と
沿
線
の
風
景

や
一
両
の
列
車
に
あ
こ
が
れ

る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ま
と
め

乗
車
す
る
。
乗
客
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
湯
沢
市
か
ら
き
た

と
い
う
女
性
３
人
に
聞
く
。

「
角
館
ま
で
車
で
来
て
、
男

鹿
和
雄
展
を
見
て
内
陸
線
で

阿
仁
の
熊
牧
場
に
行
く｣

と

い
う
。
内
陸
線
に
乗
っ
た
理

由
は
、
廃
止
に
な
る
と
乗
れ

な
く
な
る
か
ら
だ
っ
た
。
し

か
し
乗
っ
て
み
た
が
不
便
さ

を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

「
沿
線
の
見
た
い
、
食
べ
た

い
、
下
り
た
い
時
に
、
案
内

や
連
絡
方
法
な
ど
が
全
く
わ

か
ら
な
い
。
車
内
案
内
や
広

告
も
な
い
」。
さ
ら
に
「
二

次
ア
ク
セ
ス
も
わ
か
ら
な

い
」、
こ
れ
で
は
「
都
会
の

人
に
は
特
に
不
便
さ
を
与
え

る
し
、
親
切
さ
に
欠
け
る
」。

「
内
陸
線
が
廃
止
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
何
か

努
力
し
た
の
」
と
い
う
質
問

に
答
え
は
出
な
か
っ
た
。

　

阿
仁
マ
タ
ギ
駅
で
下
車
し

打
当
温
泉
で
昼
食
を
と
る
。

森
吉
か
ら
温
泉
へ
来
た
お
客

さ
ん
に
聞
い
た
。

　

角
館
方
面
に
内
陸
線
を
利

用
し
て
い
っ
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
、
と
言
う
質
問
に
、「
角

館
へ
は
内
陸
線
よ
り
も
車
で

行
く
。
列
車
だ
と
待
ち
時
間

が
長
す
ぎ
て
不
便
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

質問に明快な答えがでなかった知事懇談会

山あいをを軽快に走る内陸線


